
 

平成30年度 第２回天理市総合教育会議 

 

日 時 平成31年２月19日（火）14時30分～ 

場 所 天理市役所５階531会議室 

 

次    第 

○開 会 

 

○市長挨拶 

 

○案 件 

 １．次期教育大綱について 

 

 ２．総合教育会議に関する事務の補助執行にかかる地方自治法第180条

の2に基づく「協議」について 

 

 ３．前回会議のフォローアップ 

 

 ４．地域と学校について 

 

 ５．平成30年度の教育大綱に基づく主な取組状況について 

 

○閉 会 

 

 

 

 

 



★ 次期大綱策定のスケジュール

１ 現行大綱の総括 ４ パブリックコメントの実施及び次期大綱策定
　次期大綱の策定に向け、現行大綱に基づく各取組について総括を行う。 　(1) 広報紙（１２月号）への掲載依頼
　(1) 振り返りシートの作成（全関係課） 　(2) 議会へパブコメ実施の報告
　(2) 振り返りシートに基づくヒアリング 　(3) パブコメ実施
２ 策定方針の決定 　(4) 意見への回答を検討
　(1) 事務局で策定方針（案）を策定 　(5) 意見への回答にかかる市長決裁
　(2) 市長打ち合わせ 　(6) 第3回総合教育会議
　(3) 第1回総合教育会議で策定方針を決定 　(7) 次期大綱の市長決裁
３ 次期大綱（案）の決定 　(8) パブコメ結果を議会に報告
　(1) 次期大綱（パブコメ前案）作成
　(2) 市長中間報告
　(3) 次期大綱（パブコメ前案）作成
　(4) 市長最終報告
　(5) 次期大綱（パブコメ前案）を決定

1 現行大綱の総括

2 策定方針

総
合
教
育
会
議

3 次期大綱（案）の
策定

総
合
教
育
会
議

4 パブリックコメン
ト及び次期大綱策定
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＜スケジュール＞

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

(1)

(1)

(2)

(1) (4)(2) (3)

(4)(3)(1) (2) (5) (7) (8)

(2)

①次期大綱は現行大綱の改定版として策定

②次年度の総合教育会議では、新たな大綱に

関する事項と従来の重点テーマに関する事項

とを同時並行で扱う。



★補助執行の考え方

2

補助執行させる事務

教育長

教育委員会事務局長 市長公室長

まなび推進課長 総合政策課

地方自治法第180条の2

　普通地方公共団体の長は、その権限に属する事務の一部を、当該普通地方公共団体の委員会又は委
員と協議して、普通地方公共団体の委員会、委員会の委員長（教育委員会にあつては、教育長）、委員
若しくはこれらの執行機関の事務を補助する職員若しくはこれらの執行機関の管理に属する機関の職員
に委任し、又はこれらの執行機関の事務を補助する職員若しくはこれらの執行機関の管理に属する機関
の職員をして補助執行させることができる。

権限と責任は教育委員会にない 権限と責任は市長にある

教育委員会 市　　長補助執行の協議
(法180条の2)

指
揮
・
命
令

指
揮
・
命
令

1.地方教育行政の組織及び運営に関する法律

（昭和31年法律第162号）第１条の３及び第１

条の４の規定による大綱に関すること。

2.総合教育会議に関すること。

指
揮
・
命
令



  

3 
 

協  議  書 （案） 

 天理市長と天理市教育委員会とは、地方自治法（昭和22年法律第67号）第

180条の２の規定に基づき、天理市長の権限に属する事務の一部を、平成31年

４月１日より、天理市教育委員会の事務部局の職員をして補助執行させること

について、下記のとおり協議が成立した。 

                 記 

 天理市長は、平成31年４月１日より、天理市教育委員会の事務部局の職員を

して、次の各号に掲げる事務を補助執行させる。 

 １ 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和31年法律第1 6 2号）第

１条の３及び第１条の４の規定による大綱の策定に関すること。 

 ２ 総合教育会議に関すること。 

 この協議の成立したことを証するため、この協議書２通を作成し、記名押印

の上、各自その１通を所持する。 

平成31年○月○日 

                天 理 市 長  並 河  健 

                天理市教育委員会教育長  森 継  隆  
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対
応

内容

　基礎学力と学習習慣の定着のため、各校において児童生徒の実態に応じて、放課後等の
「まなびタイム」（特に低学力傾向の児童生徒を対象）を実施している。
　学力向上のためには自己肯定感の高まりが大切であるため、各校に「『ほめ日記』をつ
けると幸せになる！（著者：手塚千砂子）」を配布し、各校において（現段階では全ての
学年までには広がっていないが）「ほめ日記」「ほめ作文」の取組が始まっている。
　市内で統一した取組が形式的に終始してしまわないように、小学校・中学校別に、国
語、算数・数学、理科の主任者会を開催し、学力調査の結果分析による課題の見極めと現
在各校で実践している取組の交流、市全体で取り組むべきことについて検討している。

今後の
方向性

　「まなびタイム」の充実と「ほめ日記」の実践の拡大を図る。
　小学校国語部会では、「読売新聞ワークシート」や「県学力調査の課題作文」等を用い
た短作文の取組が検討されている。算数・数学、理科についても引き続き部会を開催し
て、具体策を絞り込んでいく。

平成30年度第1回総合教育会議フォローアップシート

課名 まなび推進課 回答者 綿谷　圭介 内線 520

委
員
会
で
の
意
見

テーマ 基礎学力の向上

意見
内容

【並河市長】
　基礎学力の向上に向けて、例えば「100マス作文」「100マス計算」を一定期間にこれ
だけの量をやるようにという方針を教育委員会で明確に示して各学校が統一してこれに取
組むようにしてほしい。ある学校はやっているが、他の学校ではやっていないという状況
を解消しなければ学力の底上げにはつながらない。

【名倉委員】
　市内の小中学校では、学校によって、学年によって、先生によって学力向上に向けた取
組みにすごく差があると思うので、「天理方式・天理モデル」のようなものを作って、全
校が一丸となって学力向上のための取組みをやっていくという仕組みを作る必要がある。
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対
応

内容

　中学校（県費）・小学校（市費）ともに、基本的には１コマ（１時限）に１件ずつ相談
を実施しており、派遣日当日の児童生徒の状況にもよるが、全てのコマが相談で埋まって
いる状況ではなく、相談のないコマ（１日あたり０～２コマが多い。日によっては相談が
１～２コマのこともある。）は、児童生徒観察や情報共有、報告書作成等にあてている。
　ただし、日によってはコマ数を超える相談があったり、派遣日以外にも急に相談の必要
な事案が起きたりすることがある。タイムリーに相談できる体制を整えたり、教職員が日
常的に専門的な立場から児童生徒・保護者理解や対応についての助言を得られるようにす
るためにも、本来は各校への配置が実現できればよいが、現実的には派遣日増が望まし
い。

今後の
方向性

県費ＳＣについては、県教委との面談の機会があるので、学校の状況を伝えながら時間増
を要望していく。また、急な対応については、天理大学や市教育総合センターの臨床心理
士、または市費のスクールソーシャルワーカー等を臨時に派遣して対応していく。

平成30年度第1回総合教育会議フォローアップシート

課名 まなび推進課 回答者 綿谷　圭介 内線 520

委
員
会
で
の
意
見

テーマ 不登校対策について

意見
内容

【前川委員】
　スクールカウンセラーについて人数が足りてないのではないか。中学校で月1～4回とい
うのは少ないと思う。

【並河市長】
　必要なニーズに答えられているかについて、あらためて確認をさせていただく。



学校 

地域 

校長 

教頭 

事務 

コーディネーター代表 

町力塾 

プロジェクト 

プロジェクト 

夢応援 

プロジェクト 

としょかん 

みんなの 

櫟本子ども 

夢応援 

北部活性化 

プロジェクト 

櫟本小プロジェクト協議会 

※『櫟本小プロジェクト協議会』 

で企画・運営して軌道にのった 

事業は、『櫟本子ども夢応援 

プロジェクト』に移行していく 

（2018 年度移行「夢ひらくプロジェ 

クト」「夢つなぐプロジェクト」、 

2019 年度移行予定「みんなのとしょ 

かん」） 

 

６ 



みんなのとしょかん 町力塾 備考

2015年度 ○3学期より図書ボランティアによる見守り開始

2016年度

○1学期プレ開放

○2学期より幼稚園児・保護者への開放

○天理市図書館からの協力

○11月投句箱設置

○はにわ祭で6年生に招待状配布

○町力塾プレ実施（6年生２月3月）

○町力ポイント制導入決定

○櫟本コミュニティ協議会発足

2017年度

○あずかり保育園児にも開放

○ＰＴＡ文化部参加

○大人向け月刊誌等導入

○活動名変更「みんなのとしょかん」

○４５６年対象で本格実施

○ポイントによる夢応援プロジェクト実施

○夏休み実施・町力食堂開始

○櫟本地域学校協働本部に名称変更

2018年度

○学童児童にも開放

○はにわ祭りでのイベント

（図書ボランティアと児童の俳句紹介）

○冬休み実施・町力食堂

○夢かたるプロジェクト開始

○櫟本小プロジェクト協議会に名称変更

○櫟本子ども夢応援プロジェクト設立

○会員：352口116人3団体(11月末現在)

○夢ひらくプロジェクト開始

櫟本小プロジェクト協議会　経緯　　　　
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平成 30 年 6 月 

地域の皆様へ 

櫟本子ども夢応援プロジェクト 

代表  森田 祐司   

 天理市蔵之庄町 37-1 

 携帯 090-3283-9365 

『櫟本子ども夢応援プロジェクト』会員募集について 

 

今年２月校区で『櫟本子ども夢応援プロジェクト』という組織が立ち上がりました。 

これはその会員募集についての説明です。 

 

昨年度、学校と地域が力を合わせ、櫟本小学校 6 年生に夢を応援するイベントを企画し、

実施しました。 

たくさんの児童が「夢応援」のプレゼントを受けました。その内容は、児童のあこがれ

ている職業を申告してもらい、校区の方々のネットワークを用いて、それぞれの職業のプ

ロフェッショナルを講師に招いて、児童に夢の職業体験をしてもらうというものでした。 

 

『スタイリスト』『ゲームプログラマー』『パティシエール』『獣医』『保育士』などのプロ

フェッショナルが、招きに応じて下さいました。児童たちは将来の希望を与えていただい

ただけでなく、それを企画・実施した櫟本校区に感謝の気持ちを持ってくれました。 

 

『櫟本子ども夢応援プロジェクト』はその夢の応援を櫟本校区のみんなでやりませんかと

いう呼びかけです。 

 

会員には正会員とサポーター会員があり、どちらも年会費 1 口 1000 円で入会となりま

す。話し合いや企画にも参加できると言う方はぜひ正会員に。忙しくて参加はできないけ

ど応援しますという方はサポーター会員になっていただけるとうれしいです。 

 

櫟本小学校でも校長・教頭先生をはじめ 10 人以上の先生が正会員に申し込んでおられま

す。森継市教育長さんにもサポーター会員になって頂きました。 

 

みなさんもこのプロジェクト会員になって、たくさんの人とつながり、校区の子ども達

の夢を応援してみませんか。みんなで子ども達の未来にエールを送りませんか。 

 

県内どの校区にも存在しない櫟本オリジナルの取り組みです。 

 

ご加入をお待ちしています。 
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櫟本子ども夢応援プロジェクト 

 

今、「櫟本夢見守りプロジェクト」のメンバーを募集しています！ 

「櫟本子ども夢見守りプロジェクト」とは？ 

朝、櫟本小学校児童の登校する分団と一緒に学校まで歩いて来ていただきます。 

学校に着いたらメンバー専用の茶店「櫟本夢ふれあい茶屋」（1 時間限定）で歓談し

ていただけます。毎日でなくても結構です。無理のない範囲で。 

でも、小学校に協力する、というのとは少し違うのです。 

この国は世界でも例がない高齢化が進んでいます。そして医療や環境の進歩によ

って人生 100 年時代と言われています。だからこそ豊かな高齢者の未来が必要です。   

ほとんどの人におとずれる、リハビリや介護の問題。しかし、次世代を担う子ど

も達は高齢者の事をどれほど心に留めているのでしょうか。「高齢者が元気になる活

動をしたい」「お年寄りのお世話をする仕事がしたい」、そう心から思える若者を育てる

には、幼い頃からの高齢者とのふれあいが大切だと考えます。 

○子ども達と一緒に登校してふれあいを深めて頂けたら！ 

○毎朝学校まで歩いて元気を持続して頂けたら！ 

○茶店でお話ししてつながりを深めて頂ければ！ 

○高齢者に思いを向ける子どもを育てて頂けたら！ 

高齢者が少しでも豊かにくらせる地域づくりにご参加してみませんか。 




































